
令和 7 年度 学校評価公開資料一覧 

1. 令和 7 年度 学校評価保護者向けアンケート集計結果

2. 令和 7 年度 学校評価シート（学校関係者評価）

３. 令和 7 年度 自己評価・学校関係者評価報告書

令和８年５月 



学校評価 保護者向けアンケート結果の公開にあたって

令和元年10月より幼児教育無償化が実施され、私立幼稚園も公的役割が高まり、

厳しい基準で教育を行っていくことが求められています。

私学の独自性を保ちつつ期待に応えた活動を実施しておりますが、

保護者様の満足度を確認すべく、アンケートを実施いたしました。

アンケート結果が集計出来ましたので、ここに公開いたします。

令和8年5月吉日 園長
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令和7年度 学校評価
保護者向けアンケート集計結果

対象数：147
（令和8年3月1日時点 年長、年中、年少の保護者へ配布）

回収率：81.6%

集計日：令和8年4月1日

学校法人 朋愛学園 朋愛幼稚園
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【評価基準】
Ａ：十分該当する／十分達成されている（おおむね８０％以上）
Ｂ：ほぼ該当する／ほぼ達成されている（６０％～８０％ぐらい）
Ｃ：取り組まれているが成果が十分でない（４０％～６０％ぐらい）
Ｄ：取り組みが不十分である（４０％以下）

問１.子どもは幼稚園のことを楽しく話すことが多い
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前回（令和6年度）アンケート結果令和7年度アンケート結果

前年度とほぼ同じ傾向となった。

75.2%

19.7%

5.1%

Ａ

Ｂ

Ｃ

74.2%

24.2%

1.7%

Ａ

Ｂ

Ｃ



【評価基準】
Ａ：十分該当する／十分達成されている（おおむね８０％以上）
Ｂ：ほぼ該当する／ほぼ達成されている（６０％～８０％ぐらい）
Ｃ：取り組まれているが成果が十分でない（４０％～６０％ぐらい）
Ｄ：取り組みが不十分である（４０％以下）

問２.子どもは安心して幼稚園で遊び、他の園児と共に成長している
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前回（令和6年度）アンケート結果令和7年度アンケート結果

「十分該当する」「ほぼ該当する」を合わ
せて100％の回答でした。

87.6%

12.4%

Ａ

Ｂ

89.2%

10.8%

Ａ

Ｂ



【評価基準】
Ａ：十分該当する／十分達成されている（おおむね８０％以上）
Ｂ：ほぼ該当する／ほぼ達成されている（６０％～８０％ぐらい）
Ｃ：取り組まれているが成果が十分でない（４０％～６０％ぐらい）
Ｄ：取り組みが不十分である（４０％以下）

問３.担任や幼稚園は、子ども目線で日々の活動や各イベントに取り組んでいると感じる
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前回（令和6年度）アンケート結果令和7年度アンケート結果

良い評価のご意見もいただいており、継
続して取り組んでいく。

70.1%

27.7%

2.2%

Ａ

Ｂ

Ｃ

87.5%

12.5%

Ａ

Ｂ



【評価基準】
Ａ：十分該当する／十分達成されている（おおむね８０％以上）
Ｂ：ほぼ該当する／ほぼ達成されている（６０％～８０％ぐらい）
Ｃ：取り組まれているが成果が十分でない（４０％～６０％ぐらい）
Ｄ：取り組みが不十分である（４０％以下）

問４.幼稚園の行事が子どもたちの経験にプラスとなり、成長に繋がっていると感じている
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前回（令和6年度）アンケート結果令和7年度アンケート結果

各行事が予定通りに実施出来ました。
「十分該当する」「ほぼ該当する」を合わ
せて100％の回答でした。

90.5%

9.5%

Ａ

Ｂ

91.7%

8.3%

Ａ

Ｂ



【評価基準】
Ａ：十分該当する／十分達成されている（おおむね８０％以上）
Ｂ：ほぼ該当する／ほぼ達成されている（６０％～８０％ぐらい）
Ｃ：取り組まれているが成果が十分でない（４０％～６０％ぐらい）
Ｄ：取り組みが不十分である（４０％以下）

問５．保護者が子どもたちの発達や保育内容等を理解したり気付いたりできるように、
園生活の様々な場面にかかわったり見たりする機会がある

9

前回（令和6年度）アンケート結果令和7年度アンケート結果

保護者も積極的に幼稚園に足を運んでいる
と感じられる。

78.8%

20.4%

0.7%

Ａ

Ｂ

Ｃ

76.7%

22.5%

0.8%

Ａ

Ｂ

Ｃ



【評価基準】
Ａ：十分該当する／十分達成されている（おおむね８０％以上）
Ｂ：ほぼ該当する／ほぼ達成されている（６０％～８０％ぐらい）
Ｃ：取り組まれているが成果が十分でない（４０％～６０％ぐらい）
Ｄ：取り組みが不十分である（４０％以下）

問６．幼稚園は、保護者の様々な悩みや不安等の相談を担任や主任などと直接または電話等で
話す機会を構築している
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前回（令和6年度）アンケート結果令和7年度アンケート結果

前年度とほぼ同じ傾向となった。園側か
ら寄り添い、保護者が安心して相談でき
る環境作りが必要。

75.2%

22.6%

2.2%

Ａ

Ｂ

Ｃ

74.2%

25.8%

Ａ

Ｂ



【評価基準】
Ａ：十分該当する／十分達成されている（おおむね８０％以上）
Ｂ：ほぼ該当する／ほぼ達成されている（６０％～８０％ぐらい）
Ｃ：取り組まれているが成果が十分でない（４０％～６０％ぐらい）
Ｄ：取り組みが不十分である（４０％以下）

問7．幼稚園からの情報や保護者間の話等を、家庭の子育てに活かせている

12

前回（令和6年度）アンケート結果令和7年度アンケート結果

適切なアドバイスが保護者に届くよう継
続的な努力が必要と思われる。

62.0%

36.5%

1.5%

Ａ

Ｂ

Ｃ

65.0%

33.3%

1.7%

Ａ

Ｂ

Ｃ



【評価基準】
Ａ：十分該当する／十分達成されている（おおむね８０％以上）
Ｂ：ほぼ該当する／ほぼ達成されている（６０％～８０％ぐらい）
Ｃ：取り組まれているが成果が十分でない（４０％～６０％ぐらい）
Ｄ：取り組みが不十分である（４０％以下）

問8．子どもたちの安全管理について、幼稚園が設備管理や警備について十分配慮していると感じる
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前回（令和6年度）アンケート結果令和7年度アンケート結果

各種防災訓練を実施している。安全・
安心を実感できる取り組みを継続して
いくことが必須である。

83.2%

16.8%

Ａ

Ｂ

82.5%

17.5%

Ａ

Ｂ



【評価基準】
Ａ：十分該当する／十分達成されている（おおむね８０％以上）
Ｂ：ほぼ該当する／ほぼ達成されている（６０％～８０％ぐらい）
Ｃ：取り組まれているが成果が十分でない（４０％～６０％ぐらい）
Ｄ：取り組みが不十分である（４０％以下）

問9．幼稚園の教育活動について総合的に満足している
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前回（令和6年度）アンケート結果令和7年度アンケート結果

満足度が昨年度より上がったことは評価で
きる。もっと高められる活動を研究し取り
組む必要性が喫緊の課題である。

86.1%

13.9%

Ａ

Ｂ

90.0%

10.0%

Ａ

Ｂ



今後の予定

今回のアンケート結果を踏まえ、令和7年度の重点目標・計画を
作成し、「学校評価」のP（計画）、D（実行）、C（評価）、A
（改善）を学校関係者の方々と意見交換を実施して、広い視野から
園の運営に役立て自園教育の質の向上を図ってまいります。

「学校評価」は、 保護者・地域・学校関係者等と共に連携しな
がらの活動です。今後とも朋愛幼稚園に皆様のご理解ご支援を賜り
ますよう、よろしくお願い申し上げます。
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学校評価シート（学校関係者評価） 

学校法人朋愛学園 朋愛幼稚園 学校関係者評価委員会 

                          日時  令和 ８年 ５月 １５日 

                              15：00 ～ 16：00 

                          出席者 評価委員（保護者） 3人 

                              評価委員（地域住民）2人 

                              評価委員（有識者） 1人 

 

１．自己評価で設定した目標・計画・評価項目の設定は適切であったか 

 

２．評価結果の内容は適切であったか 

 

３．今後取り組むべき課題は適切に設定されているか 

 

４．今後取り組むべき課題は適切に行われているか 

・先生たち一人ひとりのモチベーションが高い幼稚園なので、保護者の期待もとても高い。 

・保護者へのアンケート回答率を90％以上にならない理由を考えて欲しい。 

 

 

 
・概ね適切であると思うが、少し自分たちに厳しく評価しているようにも感じる。 

・保護者が様々な考えを持っているため、幼稚園としての対応も難しいと思うが、降園時間に

来られない保護者へも丁寧に言葉を掛けて幼稚園の考えを伝えていくことは今後も必要では

ないか。 

・現状から、不十分とみられるところをねらいとしているようなので、適切である。 

・こんなにも幼稚園が子どもたちを大切に考えていることをもっと理解してもらいたい。 

・全職員が、それぞれの課題を明確にできているのだろうか。 

・幼稚園としての思いを丁寧に保護者に伝える努力をより一層してほしい。 

・職員が楽しく前向きに取り組める環境作りを幼稚園が用意することも必要だと思われる。 

・子どもたちは幼稚園に行くことを楽しみにしているのでこのまま継続して欲しい。 

・先生方も大変だと思うがいつも笑顔の先生でいて欲しい。 



令和 7 年度 自己評価・学校関係者評価報告書 

令和８年５月１８日 

学校法人朋愛学園 朋愛幼稚園 

 

１． 本園の教育目標 

・幼稚園は楽しくあるべき【教育理念】       

・社会性を育みながら程よいチャレンジへの意欲をもつ子ども 

・主体的な生活と遊びを通じて学び、個性豊かで創造性にあふれる子ども  

・相手を思いやるお互い様の精神を持つ子ども 

 

２． 本年度重点的に取り組む目標・計画 

幼稚園教育要領を踏まえ教育目標・教育方針・教育課程・指導計画を職員会議で確認し共通理解の

元教育活動に取り組んでいる。学期ごとのカリキュラムの見直しを行い、子どもの主体性を大切に

した保育計画を立てている。子どもへの関りを高めた質の高い教育保育活動を行う。 

評価（Ａ…十分に成果があった Ｂ…成果があった Ｃ…少し成果があった Ｄ…成果なし） 

 

３．評価結果の内容は適切であったか 

 評価項目 評価 取り組み状況 

1 保育の質向上のために、

園内研修を充実させるこ

とで幼児期の終わりまで

に育って欲しい姿に結び

つける 

Ｂ 園児の育ちを語り合う研修を全体会議内で行った。 

子どもの意見や発想を取り入れながら、子どもの思いに

寄り添い、保育内容を一緒に考え活動を進めている。研

修会への参加などを通して専門性を高め、学んだ内容を

保育に活かすよう心掛けている。  

園の伝統を大切にしつつ、子ども一人ひとりの育ちに合

わせた活動を工夫し主体的な学びにつながる教育活動を

行っている。お泊り保育、園外保育、運動会、発表会の

活動内容も各学年で子どもたちと話し合い、意見を取り

入れ工夫している。  

2 仕事の効率化と改善を図

る 

Ａ 仕事の分散化で個人に集中しないようシフト調整を行

い一人一台のＰＣでストレスを減らす取り組みを進め

る。 

3 教育環境の改善 Ｂ 子どもたちが主体的に活動できる環境づくりを大切に

し、園内全体を活用した保育環境の整備に努めている 

子どもたちが好きな遊びを見つけ継続して遊び込める環

境を整えている。また、学年を越えて自然に関わり合う

中で縦割り保育（異年齢交流）が生まれる環境に繋げ

る。 

安全面については、遊具や教具の使用状況を職員間で共

有し、危険がないよう毎朝確認しながら改善に努めてい

る。子どもたち自身も安全に遊べるよう考えながら行動

する姿が見られている。 保育室には廃材や多様な素材、

教材などを子どもたちが自由に取り出せるよう配置し、

試行錯誤しながら遊びを発展させていける環境構成に努



めている。子どもたちの動きや興味、関心、言動に目を

向けながら環境を整え職員同士が声を掛け合い話し合い

教育活動の充実を図っている。 

4 子育て支援やカウンセラ

ー制度を活用した特別支

援教育の充実 

Ｂ 未就園児や地域の親子を対象とした子育て支援として園

庭開放を年間20日以上毎年実施している。 継続的に実施

することで保護者同士の交流の場ともなり、子育てや入

園に関する相談にも随時応じることで、入園前の不安や

悩みに寄り添うことができた。 児童館として込み入った

話を相談できる機会を設けて、職員だけでなく発達支援

資格者や先輩保護者に先生役をお願いすることもある。 

また、地域の子育て支援施設や保育園と連携し園に遊び

に来てもらうことで幼稚園の教育活動を知ってもらう機

会にもなっている。 

在園児の保護者からの相談については、各家庭の実態を

踏まえ、個別面談を通じて気持ちを受け止め親身に対応

している。 通園バス利用者も多いため担任が適時保護者

と連絡を取りコミュニケーションを図っている。 

令和8年度からは「こども誰でも通園制度」の事業参加を

通じて交流や繋がりを大切にしていきたい。  

療育センターの方に巡回指導に来てもらい良好な関係性

を築き、子ども一人ひとりの育ちを大切に関わるように

努めている。また育児相談などの専門機関とも連携し必

要に応じて紹介するなど保護者支援も行っている。 

5 運営管理 Ａ 全職員が就業規則などの規約を確認し、守秘義務を守

り、園児や保護者の個人情報の取り扱いには十分配慮し

ながら職務にあたっている。危機管理マニュアルをはじ

め学校保健計画、安全マニュアルを策定し事故等を未然

に防止する体制を整えている。防災対策として防災グッ

ズの点検や補充を行い期限切れがないようローリングス

トックを心がけている。また、避難経路の確認や防災リ

ュックの点検などを行い災害へ備えている。  

感染症対策についても、流行が治まっても消毒や清掃を

徹底するなど衛生管理に努め安全な保育環境を維持でき

るよう取り組んでいる。   

  評価（Ａ…十分に成果があった Ｂ…成果があった Ｃ…少し成果があった Ｄ…成果なし） 

 

４． 総合的な評価結果 

評価 理由 

Ｂ 本年度も園の教育目標及び教育方針に基づき教育活動を行い、当園の自己評価は保育

の質の向上を目指すために、子どもの育ちや学びの姿を語り合い、開かれた同僚性の

形成につながることを目的としている。自己評価を通して園の教育活動を振り返り、

一人ひとりの評価をもとに教育活動の成果や課題を共有し、より良い保育の実践につ

なげることができた。 全職員が主体的な生活と遊びを通じて学びの教育を目指し、安



全、安心な環境の整備、活動の充実等子どものやりたいことを実現できるように子ど

もの声に耳を傾け、意見を受け止め、一緒に考え工夫し、職員間で子ども理解を深め

ることも増えてきたと思われる。しかしながら保育の質の向上にはもう一段の努力と

経験が必須と思われる。もちろん未就園児活動や地域との交流を通して地域に開かれ

た幼稚園としての役割も今後さらに重要度が増すと思われる。 

以上のことから、本年度総合評価は「Ｂ」とする。 

幼稚園として、質の高い保育の維持・向上のためには、自己評価が不可欠である。そ

のためには今後も個々が行った自己評価や結果の振り返りをもとに意識を持って活用

していきたい。  

  評価（Ａ…十分に成果があった Ｂ…成果があった Ｃ…少し成果があった Ｄ…成果なし） 

 

５． 今後取り組むべき課題 

 課題 具体的な取り組み方法 

1 教育課程の編成 

保育環境の更なる

改善 

幼稚園教育要領に基づき、子どもたちの資質、能力にあった計画を

立て、今を大切に、何をやりたいのかを即座に察知し柔軟な対応に

より、意欲的なあそびを展開していかれるように職員同士で共有を

図っていく。また、配慮の必要な子どもに対しては個々の実態を把

握し、集団の中で生活することを通して全体的な発達を促していく

ことに配慮していき、かつ個別の支援計画を作成し活用することに

引き続き努める。今後は活動内容を計画的に取り入れ教育課程に基

づいた保育の充実を図る必要がある。  

子ども主体の保育を大切に一人ひとりの意欲や探求を深められるよ

うに継続した遊びが行える環境づくりを今後も大切に設定してい

く。 また、園庭の環境整備については全身運動を促すための環境

について引き続きの検討事案としていく。  

2 安定的な園児募集 母親の社会進出が増えたことにより保育園希望も増えていることを

鑑み、幼稚園入園について子ども家庭支援課や子育て拠点と連携を

して地域へのPR活動をしていく。また、引き続き、園庭開放を定期

的に開催し幼稚園の魅力や楽しさを地域に伝えていく取り組みを進

めていく。  

3 安全管理体制の強

化 

保育環境や設備について継続的に点検を行い、安全管理体制の強化

を図っていく。自然災害や火災等に対して実際の避難をイメージし

て訓練を毎月行い継続して振り返る。また、通園バス運行時の安全

管理、避難誘導についても統一の意識を持てるようにする。  

また、警察や消防暑と連携を図り避難訓練を通じて命を守る行動を

身につける。施設全体の安全点検、遊具、教具、備品については担

当者を中心に1人では行わず2名以上で確認しながら定期的に行う。  

引き続き、様々な感染症拡大防止の対策は継続し衛生的な環境構築

に努める。 一方で、幼稚園の預かり保育など保育時間が長くなる

中で、正職員内だけでなく非常勤職員も含めた全職員の情報共有の

機会を充実させることも重要。今後は会議や話し合いの機会を工夫

し、子どもの育ちや保育内容、研修内容、ヒヤリハット事例などに

ついて職員間で共有し、共通理解のもと安心して保育に取り組める



体制作りを進めていく。  

4 教職員の資質向上 職員は自己研鑚や幼稚園内での研修に加え、キャリアアップを目的

とする体系化された外部研修の制度に合わせて、自らの職位や職務

に合った能力を身につけるために研修を受け、保育の質の向上に努

める。さらに園内での情報交換は常勤・非常勤の区別なく、誰もが

共通の意識を持って全園児と向き合えるよう努める。 非常勤職員

も参加しての内部研修や報告会を設け情報共有する時間が持てない

ことが課題なので相互理解研修報告の機会を設け全職員が資質向上

につなげていく必要がある。 

  

６. 学校関係者評価委員会の評価 

  自己評価を概ね評価できる。しかしながら幼稚園・担任の想いを保護者に届けられていない 

面を指摘された。昨今の幼稚園を取り巻く環境は厳しいがそれでも運営面や職員間との良好な 

  関係性を継続していることは素晴らしいが、それだけでは今後生き残ることは難しい。 

主管課からの一定の評価も踏まえて迅速な応対力、質の高い教育保育を向上させて一つ一つの 

取り組みを着実に実行継続することが重要である。次年度の自己評価の「オールＡ」に期待する。 
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